


　日本には携帯電話、スマホやパソコン、無線
LANに関して、子どもたちの健康被害を予防
医学的に守るガイドラインはないようです。
　各国では厳しく規制して子どもたちの健康は
守られています。総務省が’９０年に発表した
電磁波規制値は、各国よりも100倍甘く緩和さ
れています。電磁波の強さを100分の１にし放
射しても電話機能は問題なく使えるのに不可思
議なことです。野田市内でも行き過ぎた経済の
象徴として、携帯基地局の弊害とする電磁波に
よって、頭痛やめまい、吐き気、耳鳴り、睡眠
障害などの電磁波過敏症EHSの健康被害が起こ
ります。国内有病率は６％と推計。市内にはす
でにPHS、４G、５G含めて１００基地局以上
あって、全国にはすでに４０万基地局以上あり
ます。さらに各大手通信会社はコロナウイルス
禍も関係なく、周辺住民への説明責任を放棄し

て５G基地局を増設し続けています。　
　’２３年頃までには公共施設、信号機や東電
の電柱にも設置しようとする計画が推し進め
られています。これは、安倍首相と竹中平蔵
と内閣府が’２０年９月１日に強引に政省令を
施行し公募する特区スーパーシティ構想と繋
がっていました。
　私たちは携帯基地局増設に伴って健康被害
が増える恐れを危惧して「５G基地局および以
外の携帯基地局設置に関する条例制定のお願
い」の署名活動に入りました。９月議会に向
けて市民有志で野田市議会へ陳情します。署
名用紙に関してはご連絡ください、ご協力よ
ろしくお願いします。

（日本政府）        とてもじゃない緊急対応能力
　　　コロナウイルス感染症に対処する政府の
低評価は現在も続いている。中でも受け入れ難
かったことは、国民の命に関わる PCR検査の受
診目安を「37.5度以上の発熱が４日以上続く
方」としたことだ。今は改善されているが、受
診待ちで多くの死者を出してしまった実態に厚
労相は「我々としては誤解」されたと言い訳を
し、国民が勝手に思い込んだと発信の誤りを未
だ認めていない。心身ともに苛まれた人々への思
いやりのない政府に、二波三波が懸念されるこ
の先とてもじゃないが不安が募る。
         強行採決させず 廃案にした声
　　　ことの発端は１月３１日の閣議決定から
始まった。この日安倍内閣は東京高検黒川検事
長の定年延長を決め、次期検事総長として隷従
させるためであった。法的な裏付けを得ようと
検察庁法改正案を５月８日に審議入りさせたが
森友・加計、桜ほかの疑惑もあいまって都内女
性のネット抗議は思わぬ展開を見せた。瞬く間

に数百万のリツイートとなり、国民の怒りに恐れ
をなした政権は１８日夜には撤回に追い込まれ、
国会閉会日廃案するに至った。PCR検査を受けら
れない不安、命に関わるところに追い詰められた
人々を無視する反面、自身を守ることを優先させ
るアベ政治に国民が怒ったのも当然だった。国民
がこの政権に見せつけた地鳴りのように上がった
声はしっかりと記憶されることだろう。
         この先を見据えて
　　　先月１６日コロナ禍で行動制限があるなか
野田・九条の会は他の９団体とともに「緊急要望
書」を市へ提出した。公共施設の使用制約につい
て市は参加者名簿の提出を許可条件としていたが
１０団体の要望を受け、主催者が把握していれば
館への提出は不要に変更し、翌々日のHPに公示
した。今回の検察庁法案などをはじめおかしいと
思ったことは自分のこととして判断し声をあげれ
ば、この先いかなる事態であっても良い方向が見
えてくることをこのコロナ禍のなか得ることがで
きた。この先の私たちを支える柱にしたい。
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5G推進で健康被害が心配！

連絡先：野田市民の環境と健康を守る会
　 080-3008-2269 山崎康史

自治体が住民の個人情報を企業に渡し、 AIを使って情報管理するシステム
✽スーパーシティ構想
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